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「教育勅語」から「道徳の教科化」まで、戦前戦後を通じて国家の介入を受けてきた
日本の教育。さまざまな形態の国家主義を退け、キリスト教に基づく教育の自由と価値
をいかに確立するかを論じる。

現代教育に潜む
　　「国体思想」にいかに抗うか？

日本の教育政策とキリスト教学校
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愛国教育と人格教育の攻防
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